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阪神高速道路株式会社（本社:大阪市中央区、代表取締役社長：幸 和範）は、「土木の日(11

月 18 日)」にちなんだイベントを毎年開催しています。 

阪神淡路大震災から２０年、東日本大震災から５年が経過したなか、今年４月には熊本地震も

発生したことを受け、今一度、地震災害について知っていただくことを目的に、今年は震災資料

保管庫をご覧いただきたいと思います。震災資料保管庫では、兵庫県南部地震により甚大な被害

を被った阪神高速道路の構造物を保管しています。 

またイベントでは、震災資料保管庫の見学会のほか、土木技術を体験できる『体験・展示コー

ナー』を通じて、阪神高速や土木技術について、皆さまに理解を深めていただきたいと考えてい

ます。 

■震災資料保管庫 

・阪神淡路大震災の被災経験を風化させることな

く後世に継承するため、また、今後の防災対策

の研究の一助となることを願い、特徴的な被災

構造物34 点を展示しています。 

・国内外を問わず、行政関係者や専門技術者、小

学校の地震防災学習の観点での見学など、多く

の方々にご来場頂いております。 

 
○ 開催日時   2016 年 11 月 20 日（日） 9:30～12:00 まで、13:00～15:30 まで （午前・午後２部制） 

○ 開催場所   震災資料保管庫（神戸市東灘区深江浜町 11-1＜地図は後述＞） 

            （阪神電車深江駅～保管庫 を結ぶ無料ｼｬﾄﾙﾊﾞｽを運行します） 

○ 内 容   震災資料保管庫の見学会のほか、最新の道路点検技術のデモンストレーションや、

レンガアーチの作成等の土木技術を体験できる『体験・展示コーナー』等を実施しま

す。 

○ 募集人数   ２００人（午前・午後で各１００人） 小学生以上対象（小学生の方は保護者同伴） 

○ 参加費用   無料 

 

＜参考＞ 最新の道路点検技術の 

デモンストレーション 

⇒仮設の足場や重機を使用すること 

なく、ロープ等を使用して高所で 

の点検作業等を実現する技術 

（特殊高所技術） 

   

 

～土木の日 協賛行事～ 

「阪神高速 震災資料保管庫見学会」を開催します 
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○ 応募方法   Ⅰ．インターネットによる応募 

阪神高速ホームページ（http://www.hanshin-exp.co.jp/）から応募ページにアク

セスし、必要事項を記入の上、お申し込みください。 

Ⅱ．ハガキ・ＦＡＸによる応募 

参加希望者全員の①郵便番号・住所、②氏名（ふりがな）、③性別、④年齢、

⑤電話番号を明記の上、下記宛先までハガキ又は FAX でお申し込みください。 

※ご応募はお一人様 1 回限りとし、応募多数の場合は抽選とします 

          【宛先】〒541-0056 大阪市中央区久太郎町 4-1-3   

                FAX：06-6252-4583 

                    阪神高速道路㈱「震災資料保管庫見学会」P 係 

○ 応募期間   2016 年 9 月 30 日（金）から 2016 年 10 月 31 日（月）まで ≪当日消印有効≫ 

○ 注意事項   荒天時等には中止する場合がございますので、予めご了承ください。 

午前の部・午後の部の選択はお受けできません。 

その他詳細については、当選された方にご案内します。 

○ 主 催   阪神高速道路株式会社 

○ お 問 い 合 わ せ   阪神高速道路株式会社技術部技術企画課 電話：06-6252-8121（平日 10:00-17:00） 

○ そ の 他  見学会の様子をご取材いただける場合は、広報課までご連絡をお願いいたします。 

 

＜地図＞ 震災資料保管庫 

 ※阪神電車深江駅～保管庫 

を結ぶ無料ｼｬﾄﾙﾊﾞｽを運行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンガアーチの作成 道路管理車両の展示




